
 ■登録について
対象（市外在住者も含む）
①看護師・准看護師、助産師、保健師、船舶に乗り込む衛生管理者の資格を
　お持ちの人
②薬局で事務職としてお勤めの人
登録方法
①WEB　　「災害医療協力ボランティア募集フォーム」（右下の二次元コード）
②Eメール　　kenko@city.makinohara.lg.jp
※②での申し込みの場合は、市ホームページに掲載してある登録票に必要
　事項を記入の上、提出してください。
その他
・登録したことにより、必ず協力しなければならないということではありません。
・�災害救助法が適用された場合、実際の災害時にご協力いただいた時間分の賃金
が支払われます。

災害時にあなたの専門的な力を貸してください

問い合わせ　健康推進課　加藤麻佑　☎㉓0028

災害医療協力ボランティアを募集
災
害
医
療
と
は

　

災
害
医
療
と
は
、
地
震
や
津
波
・
台
風
・
豪

雨
な
ど
の
自
然
災
害
や
大
規
模
事
故
な
ど
の
人

為
災
害
が
発
生
し
た
時
に
、
限
ら
れ
た
資
源
の

中
で
行
わ
れ
る
急
性
期
・
初
期
医
療
の
こ
と
を

指
し
ま
す
。

災
害
医
療
協
力
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は

　

大
規
模
災
害
発
生
時
に
、医
師
や
歯
科
医
師
、

薬
剤
師
、
市
職
員
ら
と
共
に
、
市
医
療
救
護
計

画
に
基
づ
く
「
医
療
ス
タ
ッ
フ
」
と
し
て
活
動

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
こ
と
で
す
。

　

対
象
は
、
看
護
師
や
保
健
師
、
船
舶
に
乗
り

込
む
衛
生
管
理
者
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
人
な

ど
で
す
。
活
動
内
容
は
、
市
で
設
営
す
る
救
護

所
で
、
主
に
傷
病
者
に
対
す
る
応
急
手
当
や
救

護
所
内
の
薬
剤
師
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

救
護
所
の
運
営
・
訓
練

　

市
で
は
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

医
師
や
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
救
護
班
（
市
職

員
）、
災
害
医
療
協
力
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
協
力

し
、
救
護
所
を
立
ち
上
げ
、
医
療
救
護
活
動
を

行
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
い
ざ
と
い
う
時
に
円
滑
に
救
護

所
運
営
が
で
き
る
よ
う
、
医
師
な
ど
の
参
加
の

下
、
年
に
数
回
研
修
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

12
月
の
地
域
防
災
訓
練
で
は
、
地
域
住
民
や
バ

イ
ク
隊
な
ど
と
協
力
し
な
が
ら
、
実
際
に
救
護

所
を
立
ち
上
げ
、
医
療
救
護
訓
練
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
う
た
め
に

　

医
療
救
護
活
動
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
た
め
に

は
、
多
く
の
支
援
が
必
要
で
す
。
実
際
の
災
害

時
で
は
、
人
手
不
足
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
災
害
時
の
医
療
救
護
体
制
を
確
保
す
る

た
め
、
医
療
従
事
者
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要

で
す
。一
人
で
も
多
く
の
命
が
救
わ
れ
る
よ
う
、

ぜ
ひ
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

募集フォーム

中等・重症者トリアージの様子中等・重症者トリアージの様子

処方薬の説明処方薬の説明 軽症者の手当て軽症者の手当て

軽症者トリアージの様子軽症者トリアージの様子

重傷者への処置重傷者への処置

▲�薬剤師と調剤薬局事務員が薬の
確認を行う研修

市ホームページ

命と健康を守る熱中症対策
今年の夏はこれまで経験しなかった暑さになる危険性

その他、予防のための情報や資料は、厚生労働省「熱中症予防のための情報・
資料サイト」をご覧ください。

問い合わせ　健康推進課　池谷久美子　☎㉓0024

令
和
５
年
は
厳
し
い
暑
さ

　

昨
年
は
全
国
で
、
平
均
気
温
が
最
も
高

く
、
猛
暑
日
地
点
と
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー

ト
発
表
回
数
も
最
多
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
５
月
か
ら
９
月
ま
で
の
全
国

に
お
け
る
熱
中
症
に
よ
る
救
急
搬
送
人

員
の
累
計
は
、
９
万
1
4
6
7
人
で
し

た
（
図
１
）。
こ
れ
は
、
平
成
20
年
の
調

査
開
始
以
降
で
過
去
２
番
目
に
多
い
搬
送

人
員
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
県
内
で
も

２
１
６
２
人
と
な
り
、
令
和
４
年
と
比
べ

て
増
加
し
て
い
ま
す
。（
図
２
）

　

県
内
で
の
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
（
暑

さ
指
数
33
以
上
）
の
発
表
回
数
は
29
回
で

過
去
最
多
と
な
り
、
そ
の
う
ち
４
日
は
暑

さ
指
数
34
を
記
録
し
た
地
点
も
あ
り
ま

す
。（
図
３
）

熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
を
確
認

　

国
に
よ
る
と
、
今
年
は
こ
れ
ま
で
に
経

験
の
な
い
暑
さ
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
暑
さ

指
数
35
以
上
が
予
想
さ
れ
る
時
は
、
そ
の

前
日
に
環
境
省
か
ら
「
熱
中
症
警
戒
ア

ラ
ー
ト
」
の
さ
ら
に
一
段
上
の
「
熱
中
症

特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」が
発
表
さ
れ
ま
す
。

発
表
さ
れ
た
場
合
に
は
市
L
I
N
E
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

暑
さ
を
我
慢
す
る
と
危
険
で
す

　

自
分
が
い
る
場
所
の
暑
さ
な
ど
を
知
る

こ
と
で
、
エ
ア
コ
ン
を

使
う
、
薄
手
の
服
装
に

替
え
る
、
水
分
を
取
る

な
ど
の
熱
中
症
の
予
防

対
策
を
し
や
す
く
な
り

ま
す
。

　

暑
さ
の
我
慢
は
命
を
危
険
に
さ
ら
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
気
温
や
暑
さ
指
数

を
参
考
に
し
て
積
極
的
に
エ
ア
コ
ン
を
使

用
し
ま
し
ょ
う
。

　

暑
い
夏
は
電
気
消
費
が
増
え
、
電
力
不

足
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
汚
れ
た
フ
ィ
ル

タ
ー
の
エ
ア
コ
ン
で
は
冷
房
効
率
が
悪
く

な
り
ま
す
。
夏
が
来
る
前
に
エ
ア
コ
ン
の

掃
除
や
点
検
を
し
、
試
運
転
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

暑
さ
指
数
や
気
温
を
確
か
め
る
習

慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　

高
齢
に
な
る
と
暑
さ
を
感
じ
に
く
く
な

り
、
気
付
か
ず
に
熱
中
症
の
症
状
に
な
っ

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
温

湿
度
計
な
ど
で
今
い
る
場
所
の
温
度
な
ど

を
確
認
す
る
習
慣
が
必
要
で
す
。

　

熱
中
症
警
戒
情
報
は
、
左
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
環
境
省
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
と
友
達
に
な
る
と
、「
暑
さ
指
数
」

予
測
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
毎
日
、
自
分
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
届

き
ま
す
。

環境省LINE
公式アカウント

出典：総務省消防庁　　※令和２、３年の集計期間は６～９月

【図１】救急搬送人員の年別推移
　　　（令和元年～令和５年）
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【図２】熱中症による救急搬送状況
　　　「静岡県の救急搬送人員」
　　　（令和元年～令和５年）

参考：環境省「熱中症予防情報」

【図３】�静岡県の暑さ指数の推移
（６月１日～10月31日）
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暑さ指数とは
①湿度、②日射・輻

ふく

射
し ゃ

な
どの周辺の熱環境、③気
温の３つを取り入れた指
標です。
暑さ指数が33を超える
と救急搬送者数、死亡者
数が増加するため、「熱
中症警戒アラート」が発
表されています。

専用ウェブサイト熱中症予防のための情報・資料 検索
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